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はしがき

生理活性物質ポリ アミ ン ( プト レス シ ン ､ ス ペ ルミ ジン ､ ス ペ ル ミ ン) の 機能は ､ 細

胞増殖時に増加する ポリア ミ ンに よる蛋白質合成促進に基づく遺伝情報伝達の モ ジ ュ レ

ー シ ョ ンと
, 生命の 維持 に必須なイ オ ンチ ャ ネル (N M D A 受容体､ K

＋
チャ ネル等) の 油

性を調節する機能 の 二 つ に大別される ｡ 前者は大腸菌を用 い て 研究し ､ 現在まで に栄養

供給に関与するオリ ゴペ プチ ド結合蛋 白質 ( o p p A ) ､ c A M P を産生す るアデニ ル酸シク

ラ
ー ゼ ､ R N A ポリメ ラ ー ゼ の 開始因子 G

38
､ 鉄輸送蛋白質合成の 転写促進因子 F e cI ( cT

1 8
)

及び r R N A ､ ある 種の tR N A 合成の 転写促進因子 Fis の 合成がポリアミ ン により翻訳レベ

ルで 合成促進を受け る ことを明らか にした ｡ これ ら 5 種の蛋白質は ､ 細胞増殖促進に関

与する多く の m R N A の 合成を促進し ､ 細胞増殖に寄与 して い る o

一 方 ､ N M D A 受容体

の ポリア ミ ンに よる調節 (脱分極時 の 促進､ 過分極時の 阻害) に関して は ､ 既に促進に

関与する ポリア ミ ン の結合部位の モ デル構造を1 9 9 9 年に報告して おり ､ 今回は阻害に関

与するポリア ミ ン の 結合部位の 構造を明 らか に した ｡ また､ 脳 にお けるポリア ミ ンの輸

送 ･ 放出を解析し ､ ポリア ミ ンが ニ ュ
ー

ロ モ ジ ュ レ
ー

タ
ー と して 機能する可能性を強く
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